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図 2 応力歪み曲線 (左)と履歴依存性のある応力歪み曲線 (右)[3]
2.2 神経極性形成の定量数理モデル
突起長 Lに関する微分方程式は





























F (L;C) = e(dL=dt)
(L  L0)


















実験データから突起長 Lと shootin1濃度 C が得られるため、
突起長速度 v も近似的に得られる。故に、(1)式の突起長速度 v^
との誤差を最小化するパラメータを推定する。
3 結果
図 3 先行研究モデル (左) と改善モデル (右) の時間経過と
L、C の変化
推定したパラメータから得られた時間経過と神経突起長 L、
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